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3　まちづくりの体系

時代の潮流・背景

　まちづくりを進めていくうえで、特に考慮すべき現在の社会情勢
　市の施策でその流れを変えることはできませんが、これらの動き
に対応した取組を推進していく必要があります。

1 少子高齢化の進展と人口減少社会の到来

2 まち・ひと・しごと創生（地方創生）の推進

3 経済環境の変化と地方財政の深刻化

4 甚大化する自然災害対策とさまざまな危機に対する安心・安全
意識の高まり

5 個人の価値観・ライフスタイルの多様化

6 社会経済のグローバル化の進展

7 環境問題への意識の高まりとエネルギー問題の顕在化

8 高度情報化社会の進展

9 新たなステージをむかえた地方分権改革と市民が主体となった
まちづくり

まちづくりの課題

　時代の潮流・背景や市民意識などから見えてくるまちづくりの課題
　第3次米子市総合計画で取り組むべき課題

1 未
あし た

来の活力とにぎわいを生み出す、魅力あふれるまちづくり

2 ともに支え合い、子どもも大人も生涯健やかに暮らせるまちづくり

3 豊かな心と人を育み、人を大切にするまちづくり

4 人と自然が共生し、安心・安全でいつまでも快適に住み続けられ
るまちづくり

5 市民とともに、まちづくりを推進する市役所づくり

まちづくりの基本的視点 
（まちづくりの理念）

　まちづくりを進めていくための基本となる
視点
（まちづくりの課題を解決していくため、各種
事業や施策を実施するうえで常に念頭に置く
べき、市の基本姿勢）

1 市民が主体となったまちづくりを進めます

2 市の魅力を磨き、地域の力をいかすまち
づくりを進めます

3 未
あした

来にむかって、持続可能なまちづくりを
進めます

4 広域的な視点に立ったまちづくりを進め
ます

●市民アンケート　平成25年5月～6月に実施
　市民3,000人に郵送配付し、1,050人から回答
　 ①米子市での暮らし
 ②米子市の広報活動
 ③環境と省エネルギー・再生可能エネルギー
 ④現在の満足度とまちづくりの重要度
 ⑤米子市が力を入れて取り組む分野

●中学生アンケート　平成26年9月に実施
　市内13中学校に通学する3年生（1校は2年生）1,391人から回答
 ①米子市での暮らし（暮らしやすさ、魅力、満足度・重要度など）
 ②将来のことについて

平成26年8月～9月に、4回実施
「10年後の米子市が、住みやすく元気
なまちであるために、必要なことは？」を
共通テーマに、延べ97人が参加し、まち
づくりの分野・テーマごとに意見交換を
行い、まちづくりの方向性を提言
各回のテーマ
①住みなれた地域で幸せに暮らし続け
られるまち
②喜びと誇りをもって豊かな人生を送
ることができるまち
③住む人にやさしく、地球にもやさし
い、ふるさとであり続けられるまち

④活力を生み、人が集い、新たな魅力を
創造しながら未来へとむかうまち

まちづくり
ワークショップの実施人口や世帯数、財政状況、土地利用などの基本的な指標の将来推計を行うことで、

まちづくりを推進していくための事業や施策の目標水準を設定

まちづくりの基本指標

まちづくりアンケート調査の実施

主な調査内容

主な調査内容

　市民一人ひとりが、豊かな自然を享受しな
がら、働く場があって希望と誇りをもって充実
した生活を送ることのできるまち

市の将来像
　総合計画を推進し、10年後にめざす
べき市の姿

生活充実都市・米子
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まちづくりの目標

　市の将来像を実現するための市政の柱と
なる基本的な目標

まちづくりの基本方向

　市の将来像を実現するための基本的な方針

1 『あした』がいきいき
未
あ し た

来の活力とにぎわいを生み出す、
魅力あふれるまちづくり

　地域経済の活性化を図るなど、日々の営み
が活力を生み、人が集い、新たな魅力を創造
しながら未来へとむかうまちをめざします。

1 活力を生み出す商工業の振興
2 圏域観光の宿泊拠点としての魅力の向上
3 地域を支える農業・漁業の振興
4 中心市街地の活性化
5 時代をひらく新たな産業の育成
6 企業立地の促進
7 雇用環境の整備
8 新たなにぎわいの創出と地域情報の発信
9 国際交流の推進

1 安心して子どもを産み、育てられる環境づくり
2 市民一人ひとりの健康づくり
3 明るい長寿社会の実現
4 障がい者（児）福祉の充実と共生社会の実現
5 地域における福祉活動の推進
6 消費者の権利尊重と自立支援

1 豊かな心を育む学校教育の推進
2 青少年の健全育成
3 市民文化の振興と歴史的遺産の保存・活用
4 生涯学びあい、スポーツを楽しめる社会の実現
5 互いの人権を尊重しあう社会の実現
6 男女がともに輝く社会の実現

1 機能的で持続可能な都市環境づくり
2 快適でうるおいのある住環境づくり
3 環境共生・資源循環型の地域社会づくり
4 豊かな自然環境の保全と共生
5 災害に強い地域づくり
6 安全に暮らせる地域環境づくり
7 公共交通の充実・確保

 3  『こころ』がいきいき
豊かな心と人を育み、

人を大切にするまちづくり

　教育文化の振興を図るなど、市民一人ひと
りが、喜びと誇りをもって豊かな人生を送るこ
とができるまちをめざします。

 2  『ひと』がいきいき
ともに支え合い、子どもも大人も

生涯健やかに暮らせるまちづくり

　子育て支援や高齢者福祉などの充実を図
るなど、市民一人ひとりが、住みなれた地域で
幸せに暮らし続けられるまちをめざします。

 4  『ふるさと』がいきいき
人と自然が共生し、安心・安全で
いつまでも快適に住み続けられるまちづくり

　安心・安全で快適で住みよい環境整備を
図るなど、住む人にやさしく、地球にもやさし
い、ふるさとであり続けられるまちをめざし
ます。

1 市民が主体となったまちづくりの推進
2 透明で開かれた市政の推進
3 次世代につなげる行財政基盤の確立
4 電子自治体の推進
5 広域連携の推進
6 国・県等関係機関等との連携強化
7 まち・ひと・しごと創生（地方創生）の推進

いきいきとした『まちづくり』
市民とともに、まちづくりを進める市役所づくり

　基本構想に描いたまちづくりを着実に推進
していくため、市民とともにまちづくりを推進
することができる市政運営をめざします。

基本構想を推進するための取組方針


